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世界と一体化した国際活動の戦略的展開に向けて

世界と一体化した国際活動の戦略的展開の取組
天然資源に乏しく少子高齢化が進む日本が、世界
の中で確たる地位を維持するためには、科学技術イノ
ベーションにおける強化を図ることが喫緊の課題で
す。そのため、第４期科学技術基本計画では、「世界
の活力と一体となった科学技術活動の国際展開」に取
り組み、アジア共通の問題解決に向けた研究開発の推
進や、科学技術外交の新たな展開を図ることが期待さ
れています。

科学技術外交とは
日本が国際社会においてプレゼンスを発揮するた
めのソフトパワーとなる「科学技術」。国際社会との
関係構築を通じて国益の確保・増進を図る「外交」。
この２つの連携を高度化させ、相乗効果を発揮させよ
うという考え方が、「科学技術外交」です。総合科学
技術会議は、これを平成20年5月「科学技術外交
の強化に向けて」で提言し、関係各省と科学技術外交
の強化に向けた取組を進めています。

諸外国との政府間対話
総合科学技術会議は、先進国や開発途上国、新興

国と閣僚あるいは有識者間での定期的な政策対話を通
じて、日本の科学技術力を活かした諸外国とのネット
ワーク形成や協力の拡大に努めています。
•国際科学技術関係大臣会合（平成16年～、毎年）
•アジア地域科学技術閣僚会議（平成18、20年）
• G8科学技術大臣会合（平成20年6月）
•日本アフリカ科学技術大臣会合（平成20、22年）
•総合科学技術会議議員と韓国国家科学技術委員会と
の政策対話（平成19、21～23年）

産学官の連携
産学官連携の推進に向けた具体的な課題の解決に

資するため、産学官連携を担うリーダーや実務経験者
等を中心に、情報交換、対話・交流等を行う産学官連
携推進会議を平成14年度より開催しています。
産学官連携の推進に多大な貢献をした優れた成功

事例に関し、その功績を称えることにより、我が国の産
学官連携の進展に寄与することを目的とし、平成15
年度より産学官連携功労者表彰を行っております。


